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以下の新聞記事を読み内容をまとめた上で、記憶の共有という観点から「AI諾り部」がもつ可能性と課

題、 この2点についてあなたの意見を600字以上800字以内で述べなさい。（問題用紙の裏面や余白は下

書きに使用してかまいません）

原爆投下から80年が過ぎ、 被爆者の高齢化が進む。 長崎市で9日に開かれた平和祈念式典で、 被爆者代表

として「平和への誓い」を読み上げたのは、 自らの証言をデジタル技術で将来に残す「AI語り部」となっ

た93歳の男性だった。

首相や大使らが参列し、 平和公園で開かれた式典の中盤、 車いすに乗った白髪の男性が、 ゆっくりとマイ

クの前に向かった。

《1945年8月9日、 私は長崎中学校の校舎内で被爆しました。13歳の時でした。）

男性は、 現在は横浜市に暮らす西岡洋さん(93)。 メッセ ージを読み上げる代表を公募で選ぶようになっ

てから、 最高齢の被爆者となる。 記懐が鮮明で、 証言が具体的なことから選ばれた。

（爆発の瞬間は、 オレンジ色と黄色が混じったような光の海の中に一瞬全身が埋もれたような感覚でし

た。 級友たちはナイフのように尖（とが）った割れた窓ガラスが体に刺さり、 血だらけになっていまし

た。〉

折り重なった級友たちの下になり、 自身は助かった。

戦後、 東京の大学を卒業し、 商社に勤めた。 地元の被爆者団体「神奈川県原爆被災者の会」に入り、 体験

を伝える語り部を始めたのは退職してからのことだ。 始めた当初は被爆当時に大人だった先輩の被爆者がい

て、「自分の体験は珍しいものではない」と考えていた。 だが、 語り部を務められる人が年々減り、「もう少

し頑張らなきゃ」と感じるように。 90歳を過ぎても、 横浜市内で小中学生の前で講話を続けてきた。 デジ

タル技術を使って被爆体験を継承する取り組みは、 神奈川県庁から提案された。「体力のあるうちに」と参

加を決めた。

今月 2日、 横浜市港南区にある「かながわ平和祈念館」。 設憐されたばかりの「AIを活用した語り部」と

題された大型モニタ ーに、 スー ツ姿の西岡さんが映し出された。 画面の中から被爆体験を語った後、「なに

か質問はありませんか」と見学者に問いかけた。

女子中学生がマイクに向け、「（爆風の中で）伏せている時は何を考えていましたか」と尋ねると、 モニタ

ーの西岡さんはうなずき、「伏せた次の瞬間、 ドカーンという爆発音を予想していたのですが、 そういうも

のがないまま 4秒ぐらいが過ぎて不思議だなと」と答えた。質問した女子中学生は「自分と同世代の中学生

も被爆して、 たくさん亡くなったんだ」と感じたという。

システムには、 想定した130の質問に、 西岡さんが回答する10時間以上のインタビュ ー 映像が保存され

ている。 見学者が質問すると、 AI（人工知能）が趣旨を理解し、 適切な回答映像を選んで再生する仕組み

だ。 完成したシステムを見た感想を、 西岡さんは「すごい便利。 もう私がいなくてもいいなという感じが

しました」と冗談交じりに振り返る。

（朝日新聞2025年8月10日朝刊「Alと伝える93歳の被曝」より引用、 一部改変）
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